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21. [N(CH3)4]2ZnCl,及びRb2,ZnC14の不整合相転移の研究

堤 陽次郎

不整合相の穏品組織の変化について､ 2､ 3のX線的研究がなされてきたが､ モれ与の研究ヒお

いて､ 高次妬星反射についての十分な旺息が払われていない. これ らの反射時度の測定は著 しくlI

て､ 【N tCJIJ)一】壬ZnCl.及びRb,ZnCl.における高次群星反射の港長依存性の漬走を

行った. こ一こては これ らの結果 と_ さらI=理絵的解釈を述べる.

図 1に (N tCHJ)一】 tZ_nCl一の 1次衛星反射 (6 0 -2/ 5-6)の強度ェfと2扶

持星反射 (6 0 16/5+26)の強度 Ⅰ 壬の比 1,/ I Iのia皮依存性を示す. 不盤台相内にお

いて組妓低下f=ともないこの他は直線的に増加が_ Tc近所で停滞する. これを理絵的に舶釈すれ

ば､ 高次の不盤台変桐が増加するためlこ起 きるのである.

図 2I=Rb壬ZnCl.Q}1扶持星辰引 く6 0 2/3+6)の強肢 Ⅰ'.と2改称星辰舶

t6 0 2/3-26)の強度 1㌧のIt;Ⅰ'2/ Ⅰt.の渦度依存性を示す. lN (CH')-]tZnCl一

の場合と同様に､ 不足合柑内において迫度の低下にともない､ この比は直線的に増加する. しか し

なが ら､ さらt=祖度を下げるとt その比はT.まで

さらに大きく増大する. この現象もまた､ 高次の

不立合変粥がia度低下に ともない増加することを

示すものである. これ ら高次の不足 台変粥の増加に

よってソリトンは子が死生す る. ソリトン密度n,の

ia度依存性をX線回折データを用いて求め ることが

で きた. 図 3は図 2をmいて ソリトン密度 Il.の温度

依存性を鞍山した結果を示す.
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